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JR都府楼南駅

JR鹿児島本線

西
鉄
天
神
大
牟
田
線

県
道
112号

線

県道31号線

九
州
自
動
車
道

JR二日市駅

西鉄二日市駅

至太宰府
至福岡

至久留米

西鉄紫駅

二日市公園

●二日市小

●
筑紫野市役所

二日市中央5

●

筑
紫
野
市
役
所

第
４
別
館

　●
病院

●銀行

●
スーパーマーケット

　●
病院

二日市
コミュニティ
センター
　　　●

県道
35号

線

ココ
つどいの広場

〒

地域子育て支援拠点施設地域子育て支援拠点施設「つどいの広場」「つどいの広場」がが
６月１日にオープンしま６月１日にオープンしますす

地域子育て支援拠点施設「つどいの広場」が
６月１日にオープンします

ち　いき　こ　そだ　　　し　えんきょてん　し　せつ　　　　　　　　　　　　　　ひろ　ば

◎筑紫野市ホームページアドレスehttp://www.city.chikushino.fukuoka.jp/
◎「広報ちくしの」は市ホームページで平成17年４月〜最新号を公開しています。

ちちくくししのの

【問い合わせ先】 子育て支援課

乳幼児をもつ親子が、気軽につどい、交流できる場所として「つどいの広場」を開所することになりました。

○開所日 ６月１日(金)、10時

○開設地 筑紫野市二日市中央５丁目10番１号
クラシオン二日市１階(旧本町団地)

【西鉄二日市駅西口徒歩２分】
※駐車場に限りがありますので(４台)、
公共交通機関を利用してください。

○開所時間 ９時〜16時30分
※土・日曜日、祝日除く

○施設の内容
多目的交流スペース(約60㎡)、相談室、
授乳室、屋外広場(約49㎡)

○業務内容
子育て相談、交流スペースでの子育てサロン
の実施、地域の子育て情報の提供

夏
なつ

の軽
けい

装
そう

を実
じっ

施
し

します！
(６月１日〜10月31日）

市では、省エネルギー対策の一環として、職員はノーネク
タイなど、暑さをしのぎやすい軽装で勤務します。
みなさんのご理解をお願いします。【問い合わせ先 環境課】

515  
NO.965

◎平成24年度　教育施策 ………………2〜3
◎平成24年度　予算 ……………………5〜8
◎生涯スポーツセミナー受講生募集………10
◎生涯学習情報もやい ………………12〜13
◎お知らせコーナー …………………14〜18

広
報
広
報
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《教育《教育のの基本目標》基本目標》
●豊かな創造性を大切にする市民
●共生の心と人権を大切にする市民
●豊かな感性と健康や体力に満ちた市民
●文化と伝統を大切にする国際性豊かな市民

上
記
の
基
本
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
９
つ
の
主
要
施
策
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
次
ペ
ー
ジ
の

よ
う
な
関
係
図
で
表
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
施
策
■

①
『
生
涯
学
習
の
推
進
』

人
権
尊
重
を
基
盤
と
し
て
、
学

校
教
育
、
社
会
教
育
と
の
連
携

を
強
化
し
推
進
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、「
教
育
力
向

上
」
福
岡
県
民
運
動
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

②
『
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
』

児
童
・
生
徒
が
豊
か
な
人
権
感
覚

を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
基
礎

学
力
の
定
着
と
進
路
保
障
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
人
権
尊
重
の
意
識

を
高
め
る
市
民
啓
発
と
人
権
・
同

和
問
題
を
推
進
す
る
市
民
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

③
『
教
育
環
境
の
整
備
』

学
校
施
設
な
ど
の
教
育
施
設
の

整
備
促
進
を
図
り
、
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

施
設
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
学
習
情
報

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

④
『
学
校
・
幼
稚
園
教
育
の
充

実
と
特
色
化
』

生
き
る
力(

知
・
徳
・
体)

の
育
成

に
努
め
ま
す
。
体
力
お
よ
び
英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
に
努
め
、
読
書
活
動
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
防
災
教

育
な
ど
、
社
会
の
変
化
に
対
応

す
る
教
育
を
充
実
さ
せ
、
幼
小

中
連
携
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

⑤
『
教
職
員
の
研
修
』

教
師
の
実
践
的
指
導
力
向
上
の

た
め
市
主
催
の
研
修
や
校
内
研

修
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

市
の
研
究
指
定
・
委
嘱
に
よ
る

実
践
研
究
を
推
進
し
、
各
種
研

修
会
お
よ
び
研
修
事
業
な
ど
へ

の
参
加
の
促
進
に
努
め
ま
す
。
　

⑥
『
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係

機
関
等
と
の
連
携
』

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
た

め
に
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
教
育
活
動
の
改
善
を
図
り
ま

す
。
ま
た
児
童
生
徒
の
健
全
育

成
を
図
る
た
め
学
校
・
保
護

者
・
地
域
お
よ
び
関
係
機
関
な

ど
に
よ
る
支
援
体
制
の
確
立
に

努
め
ま
す
。

⑦
『
社
会
教
育
の
充
実
』

団
体
な
ど
の
育
成
や
活
動
支
援

に
努
め
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
団
体
な
ど
と
の
連
携
に

よ
り
、
生
涯
学
習
を
推
進
す
る

リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
人
材
育
成
に

努
め
ま
す
。

⑧
『
青
少
年
の
育
成
』

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
や
子
ど
も
が
主
役
の

事
業
の
定
着
な
ど
地
域
ぐ
る
み

で
青
少
年
育
成
の
機
運
を
高
め

る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
・
団
体
の
活

動
を
支
援
し
、
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
で
、
安
全
・
安
心
な
環

境
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

⑨
『
市
民
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

創
造
』

市
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ

関
係
団
体
な
ど
の
育
成
お
よ
び

社
会
参
加
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
伝
統
文
化
や
文

化
財
な
ど
の
保
存
・
整
備
と
そ

の
活
用
に
努
め
ま
す
。

「
活
力
の
あ
る
学
校
・
地
域
づ
く
り
」「
安
全
・
安
心
の
学
校
・
地
域
づ
く
り
」「
地
域
に
誇

り
を
持
て
る
子
ど
も
の
育
成
」
と
と
も
に
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
の
育
成
、
体
力
の
向
上
を

目
指
し
、
保
護
者
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
密
に
と
り
な
が
ら
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
そ
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
と
お
し
て
、
市
民
文
化
の
振
興
と
青
少
年
の
健

全
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
　
教
務
課
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111にお願いします

同和問題⑤

④

⑥

② ⑧

③
⑨

① ⑦

平成24年度　筑紫野市教育行政の主要施策平成24年度　筑紫野市教育行政の主要施策

教職員の研修

生涯学習の推進

○各学校の教育課題に応じた
主題研究の推進 
○小中合同研修による実践的
指導力の向上 

学校教育の
充実・特色化

○生きる力（確かな学力・豊か
な心、健やかな体）を育む
○幼小中連携による教育課題に
応じた教育活動の充実 

学校・家庭・地域・
関係機関との連携

○学校評価システムによる教育
活動の改善と連携の強化 
○学校支援体制の確立と学校
の活性化 

青少年の育成

○地域ぐるみで青少年育成の機運
を高める取り組みの推進
○関係機関団体の連携による安全
・安心の環境づくり

人権・同和教育の推進 

○基礎学力の定着と進路保障
○人権尊重の意識を高める教育
及び啓発の推進 

○人権尊重を基盤とした学
校教育・社会教育の連携
強化
○「教育力向上」福岡県民
運動の推進

教育環境の整備

○学校施設等の教育施設の
整備・充実 
○学習情報の充実と共有の
推進 
 

市民文化・
スポーツの創造

○「筑紫野市文化振興条例」
の具現化
○「筑紫野市子ども読書活動
推進計画」の推進

社会教育の充実

○学習機会の充実や成果発表
に関する機会の提供など団体
等の育成及び支援
○生涯学習を推進する人材の
育成

平成24年度　筑紫野市教育行政の主要施策平成24年度　筑紫野市教育行政の主要施策平成24年度　筑紫野市教育行政の主要施策
ちく     し      の      し   きょう   いく ぎょう せい　　       しゅ    よう     し     さく

きょう  しょく   いん　　　      けん   しゅう じん けん　 　 どう    わ きょう いく　　   すい しん せい   しょう    ねん　　　     いく     せい

しゃ    かい   きょう  いく　　　   じゅう  じつ
がっ     こう  きょう    いく

しょう   がい   がく しゅう　　       すい  しん

がっ  こう  　    か    てい　　   ち    いき きょう  いく    かん   きょう　　　   せい     び し     みん   ぶん     か

そう    ぞう

じゅう  じつ　　　   とく   しょく   か
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８
回
目
と
な
る
移
動
市
長
室
を
開

催
し
、
農
事
組
合
法
人
西
小
田
の
農

業
機
械
や
、
ほ
場
の
視
察
と
、
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。
組
合
か
ら
は
、
藤

井

義
種
代
表
を
は
じ
め
、
総
勢
12

人
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課

藤
田
市
長
の
一
言

筑
紫
野
市
の
中
で
も
非
常
に
活
発
な
農

業
振
興
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て
お
り
ま

す
、
農
事
組
合
法
人
西
小
田
の
皆
さ
ん
と

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

「
先
人
・
先
輩
た
ち
が
後
継
者
の
育
成

や
農
業
の
発
展
に
つ
い
て
必
死
に
考
え
て

く
れ
た
お
か
げ
で
今
日
の
西
小
田
の
姿
が

あ
る
」
と
い
う
藤
井
代
表
の
言
葉
を
き
い

て
、
西
小
田
地
区
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
の

は
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
原
点
が
あ
っ
た

の
か
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
移
動
市
長
室
は
、
今
後
の
筑

紫
野
市
の
農
業
を
考
え
る
上
で
大
き
な
参

考
と
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
藤
井
代

表
を
は
じ
め
、
農
事
組
合
法
人
西
小
田
の

組
合
員
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

農
事
組
合
法
人
西
小
田
は
、
組
合
員

の
農
業
生
産
に
つ
い
て
協
業
を
図
る
な

ど
、
生
産
性
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

懇
談
で
は
、
組
合
の
こ
れ
ま
で
の
活

動
の
経
過
と
現
況
、
課
題
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、
農
業
の
後
継
者
の
育

成
や
、
補
助
事
業
な
ど
の
情
報
提
供
、

広
報
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

筑
紫
地
区
４
市
１
町
の
耕
作
面
積
を

比
較
し
て
み
る
と
、
筑
紫
野
市
は
は
る

か
に
大
き
い
耕
作
面
積
を
も
っ
て
お
り
、

本
市
に
と
っ
て
農
業
は
重
要
な
施
策
で

す
。
市
で
は
、
農
業
経
営
の
安
定
と
生

産
性
の
向
上
を
図
り
、
消
費
者
の
需
要

に
応
じ
た
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
農
地
の
多
面
的
機

能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
農
業
の
担
い

手
の
育
成
や
農
地
、
農
業
用
水
な
ど
の

資
源
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
望
ま

し
い
農
業
構
造
の
確
立
に
努
め
て
い
き

〜
移
動
市
長
室
と
は
〜

市
長
が
自
ら
各
地
域
へ
出
向
き
、

市
内
で
活
動
す
る
団
体
や
グ
ル
ー

プ
と
身
近
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
対

話
を
行
う
こ
と
で
市
の
情
勢
を
把

握
し
、
今
後
の
市
政
に
生
か
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
月
１
回

程
度
実
施
す
る
も
の
で
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

懇
談
会
で
の
提
案
や
意
見
は
、
可
能

な
も
の
に
つ
い
て
は
実
施
に
向
け
て
検

討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
市
政

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
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平
成
24
年
度
施
政
方
針
か
ら

平
成
24
年
度
予
算
の
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、

対
前
年
度
当
初
予
算
比
３
億
１
６
０
０
万
円(
△

１
・
０
％)

減
の
３
１
７
億
３
４
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

総
額
で
対
前
年
度
当
初
予
算
比
９
億
４
８
３
４
万

５
千
円(

５
・
８
％)

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
は
昭
和
47
年
４
月
に
「
緑
と
太
陽
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
歩
み
だ
し
、
今
年
４
月

で
市
制
施
行
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
制
施

行
当
時
の
人
口
は
４
万
人
で
し
た
が
、
現
在
は

10
万
人
余
の
人
口
を
擁
し
、「
み
ん
な
で
つ
く
る

自
然
と
街
と
の
共
生
都
市
ち
く
し
の
」
の
実
現
に

む
け
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

４
月
22
日
に
開
催
し
た
市
制
施
行
40
周
年
記

念
式
典
を
始
め
、
特
別
記
念
事
業
や
冠
記
念
事
業

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
は
長
崎
街

道
開
通
４
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
市
民

協
働
の
視
点
で
「
夢
む
ら
さ
き
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
４

０
０
」
事
業
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
市
制
施
行

40
周
年
と
併
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
記
念
事
業
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
な

る
市
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
が
行
う
重
要
施
策
と
し
て
、「
行
財
政
改
革
」、

「
産
業
・
雇
用
を
つ
く
る
」、「
生
活
を
守
る
」、「
共

助
社
会
づ
く
り
」、「
未
来
を
つ
く
る
」
の
５
つ
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
重
要
施
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平

成
24
年
度
に
実
施
す
る
主
な
施
策
と
し
て
、

・
住
宅
改
修
補
助
事
業
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
事

業
の
実
施

・
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

・
読
書
活
動
推
進
事
業
の
実
施

・
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
事
業
の
継
続

・
つ
ど
い
の
広
場
事
業
の
実
施

・
防
犯
灯
設
置
補
助
事
業
の
増
額

・
阿
志
岐
山
城
跡
保
存
整
備
事
業
の
実
施

な
ど
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
施
策
も
市
民
生
活
の
発
展
・
向
上
の

た
め
に
緊
要
な
も
の
で
す
。

筑
紫
野
市
長
　
藤
田
陽
三

３
月
定
例
会
で
平
成
24
年
度
施
政
方
針

が
示
さ
れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
平
成
24
年

度
当
初
予
算
も
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

藤
田
市
長
の
考
え
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
平
成
24
年
度
予
算
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成24年度歳入歳出予算全体
平成24年度 平成23年度 増減額 伸率
(A) (B) (C)=(A)-(B) (C)/(B)

317億3,400万円 320億5,000万円 ▲3億1,600万円 ▲1.0%

国民健康保険事業特別会計 91億588万1千円 86億3,925万8千円 4億6,662万3千円 5.4%
住宅新築資金等貸付事業特別会計 763万6千円 1,070万9千円 ▲307万3千円 ▲28.7%

奨学資金貸与事業特別会計 722万4千円 729万6千円 ▲7万2千円 ▲1.0%

介護保険事業特別会計 54億5,186万5千円 50億8,077万2千円 3億7,109万3千円 7.3%

後期高齢者医療事業特別会計 18億5,808万円 17億2,602万5千円 1億3,205万5千円 7.7%
筑紫地区介護認定審査会事業特別会計 7,249万2千円 7,260万円 ▲10万8千円 ▲0.1%

農業集落排水事業特別会計 2億3,568万6千円 2億3,838万円 ▲269万4千円 ▲1.1%

土地取得事業特別会計 6億1,152万1千円 6億3,049万8千円 ▲1,897万7千円 ▲3.0%

二日市財産区特別会計 243万6千円 245万9千円 ▲2万3千円 ▲0.9%

御笠財産区特別会計 971万5千円 1,006万3千円 ▲34万8千円 ▲3.5%

平等寺山財産区特別会計 3,168万6千円 2,781万7千円 386万9千円 13.9%

特別会計小計 173億9,422万2千円 164億4,587万7千円 9億4,834万5千円

6億3,234万5千円

5.8%

491億2,822万2千円 484億9,587万7千円 1.3%

特
 
別
 
会
 
計

合            計

会   計   名

一 般 会 計
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本市の基幹歳入である市税は、個人市民税につい
ては年少扶養控除の改正等により前年度比約

２億１千万円の増額を見込んでいますが、法人市民
税の約５千万円の減額や平成24年度が評価替え基準
年度となるため固定資産税の約２億６千万円の減額
などにより、全体では前年度比約１億１千万円の減

額を見込んでいます。
また、ＪＲ二日市駅地区整備事業費や生活保護費

などの増額要因と子ども手当の制度改正に伴う減額
要因により、国県支出金全体では前年度比約７千万
円の減額、国の地方財政計画により地方交付税につ
いては前年度比約４千万円の減額を見込んでいます。

増減額
（増減率）

▲5億1,395万3千円

（▲3.1%）

市 税 ▲1億995万4千円

(個人市民税や法人市民税、固定資産税など) （▲0.9％）

繰入金・繰越金 ▲3億5,716万7千円

(前年度からの繰越金や基金からの繰入金など) （▲20.1%）

使用料及び手数料 757万9千円
(市営住宅の家賃や公共施設の使用料など) （1.4％）

諸収入など ▲5,441万1千円
(発掘調査受託事業収入や保育料など) （▲2.8%）

1億9,795万3千円
（1.3%）

地方交付税 (全国どこでも必要最小限の行政 ▲4,016万9千円
サービスが受けられるよう、国が交付するお金) （▲1.0%）

国県支出金 ▲7,024万9千円
 (特定の事業のために国や県が交付するお金) （▲1.0%）

地方譲与税、各種交付金など 2,320万6千円
 (国や県が徴収した税金の一部を市に分配するもの) （1.7%）

市 債 2億8,516万5千円
 (大きな事業を行うための銀行などからの借入金) （10.5%）

317億3,400万円 320億5,000万円 ▲3億1,600万円

13億9,654万4千円 13億7,333万8千円

5億5,030万2千円 5億4,272万3千円

30億1,106万4千円 27億2,589万9千円

歳 入 合 計

内
 
訳

39億2,953万9千円 39億6,970万8千円

71億7,278万1千円 72億4,303万円

区   分 平成24年度 平成23年度

依存財源（国や県からの交付金や銀行からの借入金） 155億992万8千円 153億1,197万5千円

内
 
訳

123億4,465万9千円

自主財源（市が自主的に調達できるお金） 162億2,407万2千円 167億3,802万5千円

19億731万4千円 19億6,172万5千円

124億5,461万3千円

14億2,179万7千円 17億7,896万4千円
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一般会計予算の歳出は、ＪＲ二日市駅地区整備
事業、筑紫駅西口土地区画整理事業、上原田

公園整備事業の事業費を増額としたことなどにより
投資的経費が前年度よりも約６億７千万円と大きく
増加しています。また、障害者自立支援法に基づく
介護給付費等や生活保護費などは増額していますが、

子ども手当の制度改正により支給額が大きく減額と
なったことから、扶助費は約３千万円の減額を見込
んでいます。さらに、平成23年度繰上げ償還を行っ
たことなどにより公債費の約３億１千万円減額など、
歳入と歳出のバランスをとった結果、前年度と比べ
ると減額した予算となっています。

●議会費 ●商工費
 議会運営事業             2億3,274万3千円  緊急経済対策事業住宅改修工事補助金         800万円

●総務費 ●土木費
 上古賀グラウンド用地取得事業     1億1,142万7千円  ＪＲ二日市駅地区整備事業          2億5,598万円

●民生費  筑紫駅西口土地区画整理事業      12億8,399万6千円

 拡大子ども医療費支給事業             1,472万円  上原田公園整備事業             3億9,306万円

 つどいの広場事業              1,030万3千円 ●教育費
 生活保護事業             20億6,676万2千円  読書活動推進事業              1,164万7千円

●衛生費  小・中学校耐震化事業         17億8,850万4千円

 予防接種事業             2億7,070万3千円        （二日市小学校・二日市東小学校・二日市中学校）

 新エネルギー設備普及事業            700万円  阿志岐山城跡保存整備事業          1,309万4千円

増減額 平成24年度
（増減率） 構成比

▲145万円
（▲0.0%）

1,013万4千円
（0.2%）

6億5,265万6千円
（19.0%）

▲3億937万4千円
（▲8.4%）

▲9,368万3千円
（▲2.8%）

▲3,982万7千円
（▲1.4%）

▲5億3,445万6千円
（▲18.5%）

土木費 道路、河川、公園などの費用 40億7,920万5千円 34億2,654万9千円

100.0%

その他
消防、商工業・農林水産業の振興、市
議会などの費用 23億5,308万4千円 28億8,754万円 7.4%

歳　出　合　計 317億3,400万円 320億5,000万円 ▲3億1,600万円

29億1,250万4千円 9.0%

総務費
防災対策、情報化推進、戸籍・住民票
などの費用 32億5,830万9千円 33億5,199万2千円 10.3%

衛生費 ごみ処理、保健衛生などの費用 28億7,267万7千円

費目 主な使用目的 平成24年度 平成23年度

10.6%公債費
国や金融機関などから借入れたお金の
返済費用 33億7,688万2千円 36億8,625万6千円

12.9%

13.1%

民生費 116億3,464万5千円 116億3,609万5千円 36.7%

教育費 小・中学校、幼稚園、生涯学習や文化・
スポーツ振興の費用 41億5,919万8千円 41億4,906万4千円

目的別

平成24年度の主な事業

性質別

高齢者、障害者、児童などの福祉の費用
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主
な
特
別
会
計
予
算

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
に
、
特
定
の
歳
入
を
そ
の
支
出
に
充
て

る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
特
別
会
計
の
中
で
主
な
も

の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

被
保
険
者
の
疾
病
、
負
傷
、
出
産
ま
た

は
死
亡
に
関
し
て
必
要
な
保
険
給
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
５
・
４
％
増
え
、
91
億

５
８
８
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
主
に
保
険
給
付
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
な
ど
の
給
付
事
業
や
こ
れ
ら
に
関
連

す
る
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
７
・
３
％
増
え
、
54
億

５
１
８
６
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
主
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
保
険
給
付
費
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
に
合
わ
せ

た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

連
携
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

高
齢
者
と
若
年
者
の
世
代
間
の
負
担
の

公
平
化
お
よ
び
財
政
基
盤
の
安
定
化
を

図
る
も
の
で
す
。
県
単
位
で
全
て
の
市

町
村
が
加
入
す
る
広
域
連
合
が
後
期
高

齢
者
医
療
事
務(

被
保
険
者
の
資
格
管

理
・
保
険
料
の
賦
課
・
医
療
費
給
付
な

ど)

を
行
い
、
市
は
保
険
料
の
徴
収
お
よ

び
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
７
・
７
％
増
え
、
18
億

５
８
０
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
地
域
に
お
け
る
農
業
用
水
の
水

質
保
全
お
よ
び
生
活
環
境
の
改
善
を
図

り
、
あ
わ
せ
て
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

に
寄
与
す
る
た
め
、
排
水
処
理
施
設
の
設

置
お
よ
び
管
理
を
目
的
と
し
ま
す
。

前
年
度
予
算
か
ら
２
６
９
万
４
千
円
減

り
、
２
億
３
５
６
８
万
６
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計

公
営
企
業
は
、
企
業
会
計
方
式
で
経
営

を
行
う
特
別
会
計
で
、
筑
紫
野
市
で
は
飲

用
水
な
ど
を
供
給
す
る
水
道
事
業
と
、
生

活
排
水
な
ど
の
処
理
を
行
う
下
水
道
事
業

が
あ
り
ま
す
。

水
道
水
の
安
全
で
安
定
し
た
供
給
や
、

健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
、

水
道
・
下
水
道
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
水
道
事
業
会
計

▽
収
益
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
経
営
成
績
と
も
い
え
る
収

益
的
収
支
は
、
収
入(

水
道
使
用
料
な
ど

に
よ
る
収
入)

が
18
億
７
１
４
６
万
５
千

円
で
、
支
出(

水
道
水
の
供
給
に
か
か
る

費
用
な
ど)

が
17
億
５
２
９
０
万
８
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
資
本
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
施
設
の
建
設
な

ど
に
か
か
る
資
本
的
収
支

は
、
収
入(

地
方
債
・
負
担

金
な
ど)

が
３
億
５
７
３
０

万
２
千
円
で
、
支
出(

水
道

配
水
管
の
整
備
な
ど)

が

９
億
５
８
７
万
３
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
資
本
的
収
入
が
支
出

に
対
し
て
不
足
す
る
５
億

４
８
５
７
万
１
千
円
は
、
主

に
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
会
計

▽
収
益
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
収
益
的
収
支

は
、
収
入(

下
水
道
使
用
料

な
ど
に
よ
る
収
入)

が
18
億

６
８
９
３
万
９
千
円
で
、
支
出(

下
水
道

施
設
の
維
持
管
理
費
用
な
ど)

が
18
億

３
４
８
０
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
資
本
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
資
本
的
収
支
は
、
収
入

(

地
方
債
、
補
助
金
、
受
益
者
負
担
金
な

ど)

が
10
億
１
６
０
１
万
２
千
円
で
、
支

出(

公
共
下
水
道
の
整
備
な
ど)

が
16
億

４
３
７
２
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
資
本
的
収
入
が
支
出
に
対
し
て

不
足
す
る
６
億
２
７
７
１
万
６
千
円
は
、

主
に
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で

補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

消費税等込
区 分 収 入 支 出

収益的収支 18億7,146万5千円 17億5,290万8千円

資本的収支   3億5,730万2千円     9億587万3千円

合 計 22億2,876万7千円 26億5,878万1千円

消費税等込

区 分 収 入 支 出

収益的収支 18億6,893万9千円 18億3,480万6千円

資本的収支 10億1,601万2千円 16億4,372万8千円

合 計 28億8,495万1千円 34億7,853万4千円

収益的収支＝経済活動に伴い発生する収益と費用
資本的収支＝建設改良にかかる収入と支出

【公営企業会計予算】
水道事業会計

下水道事業会計

◎
施
政
方
針
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

全
文
公
開
し
て
い
ま
す
。

◎
予
算
書
は
、
市
役
所
情
報
公
開
室
お
よ

び
市
民
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
財
政
課
　
財
政
担
当



問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111にお願いします
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成年後見制度は、認知症や知的障害、精神障
害などの理由で、判断能力が不十分な人の財産
と権利を守る制度です。この機会に、成年後見
制度について何でも相談してください。

みなさんも成年後見制度を利用して「不安」
を「安心」に変えてみませんか？
相談は無料です。

●日　時　５月22日(火)

10時〜12時・13時〜15時(予約不要)

●場　所 生涯学習センター　学習室１・２

●相談役 市内の特定非営利活動法人

●相談内容 成年後見制度(法定後見・任意後見)、

相続、遺言、財産管理、死後事務など

●対象者 市内居住の認知症高齢者・知的障害者・

精神障害者などの関係者で、成年後見制

度の利用を希望する人

●問い合わせ先 生活福祉課�地域福祉担当

日本赤十字社は、国際赤十字の一員として世界
各国の赤十字社と協力して、世界の平和と人々の
幸せを願い、医療・福祉・災害援護などさまざま
な事業を展開しています。

筑紫野市では、次のことを主な事業にしていま
す。
①被災者への毛布・生活日用品・医療品の配布
②献血運動の推進
③日本赤十字奉仕団によるボランティア活動
④青少年赤十字(小・中学校の活動)への支援
⑤国内外における災害の募金活動

この赤十字の事業資金は、市民の皆さんが納入
される社資によってまかなわれています。近く、
各区の回覧板などを通じて、社員・社資募集のお
願いをしますので、趣旨を理解いただきご支援・
ご協力をお願いします。

【問い合わせ先】生活福祉課�地域福祉担当

【
全
国
戦
没
者
追
悼
式
】

●
日
　
　
程

８
月
14
日(

火)

〜
15
日(

水)

●
場
　
　
所

日
本
武
道
館(

東
京
都)

●
参
加
資
格

①
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
・
一
般
戦
災
死
没

者
・
原
爆
死
没
者
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
兄
弟

姉
妹
、
孫
、
子
・
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者(

た
だ
し
、

夫
婦
で
参
列
す
る
場
合
に
限
る)

で
福
岡
県
に
居
住

し
て
い
る
人

②
過
去
に
こ
の
追
悼
式
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

③
全
行
程
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
体
力
を
有
し
、
団
体

行
動
を
と
れ
る
人

●
募
集
人
員

若
干
名

●
参
加
費
　

旅
費
の
一
部
補
助
あ
り(

差
額
を
参
加
者
負
担)

●
申
込
期
限

６
月
１
日(

金)

【
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
】

●
日
　
　
程

８
月
15
日(

水)

●
場
　
　
所

福
岡
県
立
福
岡
武
道
館(

福
岡
市
中
央
区)

●
参
加
資
格

先
の
大
戦
に
お
け
る
福
岡
県
出
身
の
戦
没
者
・
一
般

戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
、
三
親
等
以
内
の
血
族
、
二

親
等
以
内
の
姻
族
で
福
岡
県
に
居
住
し
て
い
る
人

●
募
集
人
員

若
干
名

●
参
加
費
　

無
料(

会
場
ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負
担)

●
申
込
期
限

６
月
13
日(

水)

国
お
よ
び
福
岡
県
主
催
の
戦
没
者
追
悼
式
の
参
列
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
担
当
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自由時間の増大、高齢社会の到来など社会状況が変
化するなかで、人々が心の豊かさを実感し、それぞれ
の個性にあった生きがいを追求していこうとする意欲
は年々高まりつつあります。スポーツも人々が自己の
啓発や充実のため、自由な意思に基づき、自己に適し
た手段・方法で生涯にわたって行うものです。

このセミナーは、だれもがそのような生涯スポーツ
を享受できる社会実現のための支援者を養成すること
を目的として開催します。

○日時 ６月２日(土)、10時〜12時
(９時30分受付開始)

○会場 生涯学習センター ３階　視聴覚室
○参加対象者・スポーツ支援者

・スポーツを楽しんでいる人　
・市(公共)の施設を利用している団体の

関係者または個人
・学校や地域において、スポーツ指導や

子ども育成に携わっている人
○内容

▽研修１
講演 「今、筑紫野市でスポーツ活動に求められ

ているものⅤ」
講師　筑紫野市社会教育主事

▽研修２
講演 「ケガ防止のためのストレッチ」
講師　松崎秀隆さん(福岡国際医療福祉学院)

○参加申込方法【参加無料】
当日会場で申し込み。
事前の申し込みも受け付けます。

○申し込み・問い合わせ先
スポーツ振興課　☎(９２５)４８０２

第１回 セミナー
発達障害に関するセミナーを開催します。３回

シリーズで、今回は１回目です。
参加無料で、事前申し込みは必要ありません。
手話通訳もあり、誰でも参加できます。

●日　時 ５月26日(土)、10時〜12時
●場　所 カミーリヤ　視聴覚室
●テーマ

「発達障害を持つ子どもの理解と支援」
〜幼児期から小学校の適応を支えるために〜

●講　師 松尾 伸一さん(福岡県発達障害者支援セ
ンター「あおぞら」発達支援員)

●託児(定員20人)
託児を希望する場合は、開催日の10日前までに
申し込んでください。

●託児申し込み・問い合わせ先
生活福祉課 地域福祉担当

特
とく

別
べつ

整
せい

理
り

期
き

間
かん

に伴
ともな

う
市

し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

休
きゅう

館
かん

のお知
し

らせ
所蔵資料の点検や館内消毒などを行うため、

下記の期間休館します。
この期間中は、問い合わせなどの業務も休みと

なります。
また、移動図書館(つくしんぼ号)は、５月22日

(火)から運休します。

【休館期間】５月23日(水)〜６月４日(月)

【問い合わせ先】市民図書館 ☎(９２８)４３４３

旧民生委員・児童委員の的野光生さん
ありがとうございました。

民生委員・児童委員は、地域住民の一員として、
市民のみなさんに最も身近なところで相談支援活動
を行っています。

民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱を
受けた民間の奉仕者で、社会福祉の関係機関と協力
しながら、子育てや福祉に関して困った人を支援す
るため次のような役割を担っています。

▽市民のみなさんが抱える福祉に関する問題につ
いて、地域住民の立場で親身に相談にのります

▽福祉制度や子育て支援サービスなどの情報を提
供します

▽市民のみなさんが必要な福祉サービスを受けら
れるよう、関係機関とのパイプ役となります 

▽相談内容の秘密は、固く守られます

氏　名 小出　弥生

担当区域 針摺東区(１・２丁目)

電話番号 ☎(９２３)０３３２

任　期 平成24年４月１日〜平成25年11月30日

【問い合わせ先】生活福祉課 地域福祉担当
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111にお願いします

お誕生日の思い出に……３歳まで

★ ５月生まれ ★

おめでとう!
お誕生日
おめでとう!
お誕生日

たんじょう び

蒲
が

生
もう

紗
さ

和
わ

ちゃん　１歳
（５月26日生まれ）二日市西

お
誕
生
日
お
め
で
と

う
♪
か
わ
い
い
さ
ー

ち
ゃ
ん
の
成
長
を
家

族
み
ん
な
で
楽
し
み

に
し
て
る
よ
♥

近
こん

藤
どう

崇
しゅう

斗
と

ちゃん  １歳
（５月23日生まれ）岡田

１
歳
お
め
で
と
う
★

み
ん
な
崇
斗
が
大
好

き
だ
よ
♥

ね
ね
と

に
に
と
仲
良
く
元

気
に
育
っ
て
ね
♪

い
つ
も
元
気
な

虎
く
ん
★

こ
れ
か
ら
も
ス
ク

ス
ク
育
っ
て
ね
。

橘
たちばな

美
み

那
な

海
み

ちゃん　１歳
（５月25日生まれ）二日市中央

み
い
ち
ゃ
ん
が
い
て

く
れ
て
、
毎
日
楽
し

く
て
幸
せ
い
っ
ぱ
い

だ
よ
♥
１
歳
の
お
誕

生
日
お
め
で
と
う
！

嶋
しま

田
だ

虎
とら

之
の

介
すけ

ちゃん　１歳
（５月15日生まれ）紫

林
はやし

晃
こう

汰
た

ちゃん　２歳
（５月19日生まれ）天拝坂

は
ず
か
し
が
り
や
で

甘
え
ん
ぼ
う
の
こ
う

く
ん
♥

み
ん
な
こ
う
く
ん
が

大
好
き
だ
よ
！

本
ほん

道
どう

葵
あお

翔
と

ちゃん　２歳
（５月７日生まれ）吉木

あ
お
ち
ゃ
ん
♥
生
ま

れ
て
来
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♥
元
気

い
っ
ぱ
い
大
き
く
な

っ
て
ね
♥
♥
♥

江
え

＠
さき

日
ひ

菜
な

ちゃん　２歳
（５月23日生まれ）岡田

お
誕
生
日
お
め
で
と

う
♥
こ
れ
か
ら
も
お

兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
ス
ク
ス

ク
育
っ
て
ね
♥

野
の

田
だ

一
い

蕗
ぶき

ちゃん　３歳
（５月15日生まれ）針摺南

一
蕗
♥
３
歳
の
お
誕

生
日
お
め
で
と
う
★

優
し
さ
と
笑
顔
を
忘

れ
ず
、
元
気
に
育
っ

て
ね
♥

村
むら

井
い

奏
そ

良
ら

ちゃん　３歳
（５月30日生まれ）二日市西

三
つ
子
の
魂
百
ま

で
？

じ
ゃ
僕
は
ず
っ

と
イ
タ
ズ
ラ
っ
子
で

甘
え
ん
坊
で
兄
弟
３

人
仲
良
し
だ
ね
♥

＠
とく

永
なが

琴
こと

音
ね

ちゃん　３歳
（５月５日生まれ）俗明院

た
く
ま
し
く
甘
え
ん

坊
モ
リ
モ
リ
食
べ
て

ケ
タ
ケ
タ
笑
う
そ
ん

な
琴
音
が
大
好
き
♥

３
歳
お
め
で
と
う
♪

お
し
ゃ
べ
り
あ
っ
ち

ゃ
ん
★
こ
れ
か
ら
も

仲
良
し
家
族
で
い
よ

う
ね
♥
沢
山
の
幸
せ

を
あ
り
が
と
う
♥

北
きた

野
の

充
あつ

夢
む

ちゃん　３歳
（５月12日生まれ）上古賀

◎このコーナーの申し込みは…
★誕生月の３カ月前から受け付けます。
★電話で申し込み順に定員22人まで

受け付けます。（先着順）
★９月生まれは「６月１日(金)の８時

30分ちょうど」から受け付けます。
【申し込みは秘書広報課まで】

「
女
性
研
修
の
翼
」
は
、
海
外
で
の
研
修

を
通
し
て
、
国
際
的
視
野
を
持
っ
て
福
岡
県

の
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
研
修
国

フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ

●
研
修
期
間

11
月
11
日(

日)

〜
18
日(

日)

●
応
募
資
格

県
内
に
居
住
し
、
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在

20
歳
以
上
65
歳
以
下
で
、
団
体
や
企
業
で

男
女
共
同
参
画
な
ど
に
関
す
る
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
帰
国
後
も
活
動
を
期
待
で
き
る
人

※
公
務
員
・
学
生
・
過
去
同
種
の
派
遣
事
業

に
参
加
し
た
人
は
除
き
ま
す
。

●
募
集
人
員

20
人(

書
類
選
考
の
上
、
面
接
選

考
し
ま
す)

●
自
己
負
担
額

25
万
円
程
度

●
募
集
期
間

５
月
７
日(

月)

〜
６
月
８
日(

金)

●
申
し
込
み
先

筑
紫
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎(

９
１
８)

１
３
１
１

※
申
込
書
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
女
性

情
報
プ
ラ
ザ
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp://w

w
w
.pref.fu

ku
oka.lg.jp/)

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎(

６
４
３)

３
３
９
１



        
　みんなで仲良く料理にチャレンジ。きょうだいや
　友だち同士での参加もできます。
　アッという間にパクパク食べ終わってしまい
　そうなみんなが大好きなメニューです。
  日　時：6月16日(土) 10時30分～13時30分
 メニュー：オムライス、エビマヨ、パウンドケーキ
  対象・定員：小学 4年生～中学 3年生・18人
  場　所：生涯学習センター 2階 調理室
  材料費：500 円
  講　師：「ちくしの文化講座」料理講座スタッフ
  申し込み締め切り：6 月 2日 ( 土 ) 必着

　ハガキまたは生涯学習課で配付する受講申込書に、
　①講座名、②郵便番号、③住所、④氏名 (ふりがな )、
　⑤年齢、⑥性別、⑦電話番号を記入して申し込んで
　ください。ハガキ1枚に1人1講座でお願いします。
※定員を超えた場合は、抽選により決定します。
※受講生が 5人未満の場合は、開講をとりやめること
　があります。

申し込み・問い合わせ先
　〒 818-0057　市内二日市南１－９－３
　生涯学習センター内
　生涯学習課　「ちくしの文化講座」係
　☎ (918)3535( 代表 )

【ちくしの文化講座「歴史講座」・「パソコン講座」・「料理講座」  申し込み方法】

   　
　エクセル初心者対象。家計簿や見積書の作成、
　住所録整理などに便利です。表の作成、四則計算、
　グラフ、簡単な関数操作にチャレンジします。

  日　時：6月11・12・14・15・18・19日(月火木金)
            9 時 30分～ 12時 30分〔全 6回〕
  対象・定員：マウス操作、文字入力ができる人、成人・18人
  場　所：生涯学習センター 3階 パソコンルーム
  受講料：12,000 円 ／ 教材費：2,000 円程度
  申し込み締め切り：5 月 27日 ( 日 ) 必着

   　
第1回「シュガーロード 砂糖の甘味食物語」

　異国文明との交流拠点、貿易港・長崎に通じ、外国
　の文物の窓口でもあった長崎街道のおもしろい
　エピソードとして、砂糖文化の輸入・伝播の話、
　沿線に伝わった南蛮菓子の話などがあります。
　砂糖やお菓子を中心に江戸時代の旅や食文化に
　まつわる歴史物語をテーマに長崎街道の歴史、文化

  日　時：6月6日 (水 ) 14 時～16時
          　(13 時 40 分受け付け開始 )
  対象・定員：成人・30 人
  場　所：生涯学習センター 3階 学習室 5
  受講料：1,000 円 ( その他、お茶菓子代が必要です )
  講　師：竹川 克幸さん ( 大学講師 )
  後　援：夢むらさきクロスロード400事業実行委員会
  申し込み締め切り：5 月 27日 ( 日 ) 必着

みんなで作ると
おいしいよ♪

パソコン講座は
ウインドウズビスタ
オフィス2007を
使います

　先人たちが歩んできた道、暮らしてきたまち、
伝えてきた郷土の歴史、生活文化の足跡を訪ね
る講座です。筑紫野市域も通過する長崎街道に
スポットをあて、「ふるさとの文化」や「旅」・「食」
などをテーマに学び
ます。　について学びます。★お茶・菓子のおもてなし付き

ちくしのちくしの文文化化講講座座 受受講講生生募募集集

もやいとは、地域共同体をさしており、地域のふれあ
いや仲間づくり・連帯をあらわすことばです。お互い
に交流・連帯して地域づくりをすすめたいという願い
をこめて、生涯学習情報「もやい」と名付けました。

【【問い合わせ先問い合わせ先】】生涯学習課生涯学習課
☎　 ０９２(９１８)３５３５　☎　 ０９２(９１８)３５３５
　FAX   ０９２(９２３)０４１６　FAX   ０９２(９２３)０４１６

CHIKUSHINO CITY 2012.5.15
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生涯学習センターからのお知らせ
 5 月の休館日

 5 月 28日 ( 月 )　定期休館日
  ( 毎月第4月曜日・定期清掃のため休館 )

　ボランティア活動の仲間作りをしたい人、活動
の場を広げたい人など、ボランティアに興味のあ
る人はどなたでも、参加しやすい場所に来場くだ
さい。※参加費は無料です。
6月の予定  ☆参加希望の人は下記事務局まで

場　所 日　時 内　容
御笠コミュニティ
センター

4日 ( 月 )
10 時～12 時 史跡散策

の史跡を回り
ます。

歩きやすい服
装で参加くだ
さい。

持参品  :  飲み物、
タオル、帽子

二日市コミュニティ
センター

14 日 ( 木 )
10 時～12 時

筑紫多目的集会施設
(筑紫地区公民館)

15 日 ( 金 )13 時

山家コミュニティ
センター

22 日 ( 金 )13 時

山口コミュニティ
センター

25 日 ( 月 )
10 時～12 時

筑紫南コミュニティ
センター

25 日 (月 ) 13時

申し込み・問い合わせ先
  生涯学習ボランティアバンク事務局(生涯学習センター内 )
  ☎ (918)3535( 内線 119)　FAX(918)3230
  開室時間：月～金曜日９時 30 分～16 時
 ホームページ  http://www9.ocn.ne.jp/̃bank/

　竜岩の自然の中で四季折々の季節を感じながら、
　物作りの楽しさを体感します。

日　時　6月3日 ( 日 ) 10 時～12 時
内　容　オリジナルうちわ作り
対象・定員　市内在住在勤者・20 人
　　　　( 小学 3年生以下は保護者同伴 )
材料費　200 円

　伝承されてきた遊び道具や生活用具作りを指導。
日　時　6月3・10・17・24日 (日 )午前午後・各2時間
対　象　どなたでも ( 当日受け付け )

　伝承遊び、グラウンドゴルフ、輪投げなど。
日　時　6月 3・17 日 ( 日 ) 午前午後・各 2時間
対　象　どなたでも ( 当日受け付け )

　竜岩自然の家周辺を散策しながらの野鳥観察です。
日　時　6月 24 日 ( 日 )9 時 30 分～12 時
対象・定員　小学 4年生以上・20 人
 場　所　竜岩自然の家
 申し込み・問い合わせ先
　竜岩自然の家　☎ (921)3455
※休所日：毎週水曜日  ※申し込み・問い合わせは  
    休所日を除く8時30分～17時の間にお願いします

問い合わせ先　生涯学習課 生涯学習推進担当　☎ (918)3535(代表 )

　生涯学習センターでは、地域のコミュニティ活
動の振興に寄与している自治会や社会教育団体を
対象に、貸し出しを行っている筑紫野市視聴覚ラ
イブラリーの充実を図るため、「( 財 ) 自治総合セ
ンターの宝くじ助成金」で、DVDを放映できるプ
ロジェクターや、展示用パネルなどを整備しまし
た。従来の機材とともに貸し出しを行っています。
地域でのイベントや団体の学習活動等にご活用く
ださい。貸し出し等についての詳細は下記まで問
い合わせください。

「いま世界中で起きている
問題はすべて、命のことを
まず一番に考えていたら起
きなかったはず…」

プロジェクター
(ビデオ、DVD使用可)

地球のこと、
世界の子ども
たちのこと、
話し合ってみ
よう！
(DVD3 本組 
全71分 )

30分～15時 30分

30分～15時 30分

30分～15時 30分

※地域ゆかり

悠久の歴史と人類の叡
智から生み出された世
界遺産。はるかなる歴
史ロマンの旅へあなた
を誘います。(DVD 36分 )

「障害者」と「補助犬」を
通じ福祉と社会参加につい
て子どもたちと一緒に感
じ、考え、話し合ってみま
せんか。(DVD 4本組各20分)
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『
森も

り

と
水み

ず

辺べ

の
体た

い

験け
ん

活か
つ

動ど
う

』
を
開か

い

催さ
い

し
ま
す

私
た
ち
の
住
む
福
岡
県
の
身
近
な

自
然
の
中
に
も
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
生
き
物
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

地
域
の
自
然
環
境
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
く
人
材
の
育
成
を
ね
ら
い
と

し
て
、
自
然
体
験
活
動
を
中
心
と
し

た
連
続
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

親
子
で
の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　時 テーマ 内　容 場　所

第１回
６月３日(日)
10時〜15時

森を知ろう
・いきもの講座
・現地観察

・大野城まどかぴあ
・トラストの森

第２回
８月５日(日)
10時〜15時

いきもの調べ
・森のいきものしらべ
・水辺のいきものしらべ

トラストの森

第３回
10月13日(土)
10時〜15時

秋の森体験①
〜森の整備と竹炭つくり

・草刈りや竹の伐採
・炭つくり　・栗ひろい

トラストの森

第４回
10月14日(日)
10時〜13時

秋の森体験②
〜里山の恵みを探そう

・炭だし　・意見交換
・キキョウの植え付け

トラストの森

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

下
表
参
照

●
定
　
員

先
着
25
人

●
参
加
費

無
料

●
申
込
方
法

森
と
水
辺
の
体
験
活
動
に
参
加
し
た

い
旨
と
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
添
え
て
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
み

※
参
加
決
定
者
へ
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

地
域
環
境
課

☎(

５
１
３)

５
６
１
１

FAX(

５
１
３)

５
５
８
６

電
子
メ
ー
ルchikushi-hhe@

pref.fukuoka.lg.jp

高
たか

尾
お

川
がわ

水
すい

道
どう

橋
ばし

付
ふ

近
きん

の水
すい

位
い

状
じょう

況
きょう

を
インターネットで確

かく

認
にん

できます
高尾川の水道橋付近の水位状況を皆さんにお知らせし、迅速な避難な

どの対応を取ってもらうため、「水位情報等監視システム」が設置され
ました。

撮影方向は高尾川の水道橋付近に固定され、極力個人のプライバシー
を侵さないように配慮されています。

画像を見るには、「福岡県河川砂防情報」のページ(http://www.kasen.
pref.fukuoka.lg.jp/bousai/)にアクセスし、「河川監視カメラ／地図から
選ぶ」をクリックし、表示された地図上の「水道橋」のマークをクリック
してください。携帯電話で見るには、福岡県県土整備部防災情報のページ
(http://www.mobile-doboku.pref.fukuoka.lg.jp/)にアクセスし「河川監視カメラ」をクリックして下さい。

また、水位情報メールを受信するためには、福岡県総務部消防防災課の「防災メール・まもるくん」
に登録後、「○地震・気象情報○」「〔４〕メール受信条件設定」から「○高尾川水位情報」で受信したい
水道橋の桁下水位を設定してください。
なお、付近の人には、回転灯およびスピーカーにより音声で水道橋の桁下水位をお知らせします。

【問い合わせ先】福岡県那珂県土整備事務所��河川砂防課�河川係　☎(５１３)５５６８

河川監視カメラの画像

※
各
回
の
集
合
場
所
は
「
大
野
城

ま
ど
か
ぴ
あ
」
で
す
。

計け
い

量り
�
う

器き

定て
い

期き

検け
ん

査さ

の

お
知し

ら
せ

計
量
法
に
基
づ
く
計
量
器(

は
か

り
・
お
も
り
・
分
銅)

の
定
期
検
査
を

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り

は
、
定
期
検
査
ま
た
は
計
量
士
に
よ

る
検
査
を
受
け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
大
型
は
か
り(

ひ
ょ
う
量
が

３
０
０
㎏
を
超
え
る
は
か
り)

や
高
精

度
の
は
か
り
は
、
こ
の
会
場
で
は
検

査
で
き
ま
せ
ん
。
受
検
方
法
に
つ
い

て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時

６
月
８
日(

金)

・
11
日(

月)

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

●
場
所

筑
紫
野
市
商
工
会
館

(

湯
町
３-

２-

５)
●
検
査
手
数
料

▽
は
か
り
１
台
５
０
０
円
〜

２
２
０
０
円
　

▽
お
も
り
・
分
銅
１
個
10
円

●
問
い
合
わ
せ
先

▽
市
安
全
安
心
課

雇
用
・
消
費
者
担
当

☎(

９
２
３)

１
１
１
１

▽
社
団
法
人
福
岡
県
計
量
協
会

☎(

９
３
９)

２
９
４
５

※実際の画像では、画面右上に年月日・時間
が表示されます。

「防災メール・
まもるくん」
ＱＲコード

お 知 ら せ コ ー ナ ー
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お 知 ら せ コ ー ナ ー

第だ
い

43
回か

い

野の

口ぐ
ち

雨う

情じ
�
う

歌か

碑ひ

記き

念ね
ん

コ
ン
サ
ー
ト

保ほ

健け
ん

・
環か

ん

境き
�
う

フ
ェ
ア

友ゆ
う

愛あ
い

セ
ー
ル

陸り
く

上じ
�
う

自じ

衛え
い

隊た
い

創そ
う

立り
つ

記き

念ね
ん

行ぎ
�
う

事じ

調ち
�
う

理り

師し

試し

験け
ん

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

南な
ん

広こ
う

域い
き

水す
い

道ど
う

企き

業ぎ
�
う

団だ
ん

職し
�
く

員い
ん

採さ
い

用よ
う

試し

験け
ん

大
楠
の
青
葉
の
下
で
童
謡
・
唱
歌

を
一
緒
に
歌
い
、
楽
し
い
春
の
一
時

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

●
日
時
６
月
３
日(

日)

、
11
時
〜
　
●

場
所

JR
二
日
市
駅
・
野
口
雨
情
歌

碑
前(

雨
天
時
は
駅
待
合
室)

●
問
い

合
わ
せ
先
筑
紫
野
市
童
謡
・
唱
歌
を

歌
う
会(

一
ノ
瀬)

☎

０
９
０(
５
４
７

５)

４
０
８
０

イ
ベ
ン
ト

簡
単
な
実
験
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

健
康
や
環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び

ま
せ
ん
か
。

●
日
時
６
月
２
日(

土)

、
10
時
〜
16

時
　
●
場
所
福
岡
県
保
健
環
境
研
究

所(

太
宰
府
市)

●
対
象
小
学
生
以

上
　
●
問
い
合
わ
せ
先
福
岡
県
保
健

環
境
研
究
所
☎(

９
２
１)

９
９
４
１

「
物
の
命
を
大
切
に
」
を
テ
ー
マ

に
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
６
月
２
日(

土)

、
10
時
30
分

〜
12
時
30
分
　
●
場
所
中
央
栄
町
昭

和
三
地
区
公
民
館(

二
日
市
中
央)

●

出
品
古
着
、
中
古
雑
貨
、
手
作
り
菓

「
第
４
師
団
創
立
58
周
年
及
び
福

岡
駐
屯
地
開
設
62
周
年
記
念
行
事
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
５
月
27
日(

日)

、
９
時
〜
15

時
　
●
場
所
陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯

地(

春
日
市)

●
内
容
駐
屯
地
一
般

開
放
、
式
典
、
パ
レ
ー
ド
、
音
楽
演

奏
、
模
擬
戦
、
戦
車
な
ど
の
体
験
試

乗
、
装
備
品
展
示
、
活
動
紹
介
、
売

店
な
ど
　
※
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り(

JR

南
福
岡
駅
・
西
鉄
春
日
原
駅)

。
自
家

用
車
で
の
入
場
不
可
。
　
●
問
い
合

わ
せ
先
陸
上
自
衛
隊
第
４
師
団
司
令

部
広
報
室
☎(

５
９
１)

１
０
２
０

あ
ん
な
い

受
験
資
格
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
試
験
日
７
月
29
日(

日)

●
試
験
会

場
西
南
学
院
大
学(

福
岡
市
早
良
区)

●
願
書
受
付
期
間
５
月
28
日(

月)

〜

６
月
１
日(

金)

●
願
書
配
布
・
提
出

場
所
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
※

願
書
な
ど
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
:

//w
w
w
.p
ref.fu

ku
o
ka.lg.jp

)

か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
　
●
問

い
合
わ
せ
先
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
健
康
増
進
課
☎(

５
１
３)

５
５
８

３

●
受
験
資
格
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜

平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
※

詳
細
に
つ
い
て
は
「
職
員
採
用
試
験
案

内
」
参
照
　
●
区
分
・
採
用
予
定
数

土
木
１
人
　
●
１
次
試
験
日
７
月
22

日(

日)

●
受
付
期
間
６
月
４
日(

月)

〜
15
日(

金)

消
印
有
効
　
●
郵
送
で
の

試
験
案
内
な
ど
の
請
求
方
法
封
筒
に

「
職
員
採
用
試
験
案
内
請
求
」
と
朱
書

き
し
て
返
信
用
封
筒(

Ａ
４
サ
イ
ズ
、

１
４
０
円
分
の
切
手
貼
付
、
あ
て
先
明

記)

を
同
封
し
、
企
業
団
ま
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い
　
●
問
い
合
わ
せ
先
福

岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団
総
務
課
　
〒

830-

0062
久
留
米
市
荒
木
町
白
口
55
番

地
☎
０
９
４
２(

２
７)

１
５
６
１

福
ふく

岡
おか

県
けん

快
かい

適
てき

な住
す

まいづくり推
すい

進
しん

助
じょ

成
せい

制
せい

度
ど

県では、県産材を活用し、環境にやさしく耐久
性にも優れた優良な木造住宅の普及促進を図るた
め、木造住宅を新築または購入する人に対して助
成金を交付します。
●対象者 県内で一定の建設基準に適合する住宅

を新築・購入する人
●助成内容

・床面積１㎡当たり2,587円(限度額47万円)
・県内で育成、加工した「県産木材」の使用量
に応じた上乗せ(限度額13万２千円)

●申込方法
住宅着工前に添付図書を添えて、県住宅計画課
に認定申請書を提出

※助成金交付対象者の認定は予算の範囲内で先着
順とします

●問い合わせ先 県住宅計画課�民間住宅係
☎(６４３)３７３１

平成24年度筑
ちく

紫
し

野
の

市
し

住
じゅう

宅
たく

用
よう

エコエネルギー
導
どう

入
にゅう

促
そく

進
しん

事
じ

業
ぎょう

補
ほ

助
じょ

金
きん

のご案
あん

内
ない

筑紫野市では、地球温暖化対策として住宅用エコ
エネルギーシステム【住宅用太陽光発電や民生用燃
料電池(エネファーム)】を設置しようとする人を対
象に補助金を交付します。

●補助対象となるための条件
・自ら居住する住宅(店舗などとの併用住宅を含
む)にシステムを設置しようとする人で、市内
に住所を有すること

・市内の事業者と工事請負契約を締結して設置す
ること

・世帯内の全員が市税を滞納していないこと
＊４月中旬に回覧板などにてお知らせした際には、
「平成24年４月１日以降に工事請負契約をしている
こと」という項目がありましたが取り消します。
お詫びして、訂正いたします。

●申請受付期間
平成25年２月末日まで
※先着順。なお、予算額に達した場合は、その時
点で受付を終了します。

◎詳しくは、市ホームページ参照、または問い合わ
せください。

【申し込み・問い合わせ先】
市環境課�環境保全担当�☎(９２３)１１１１

子
、
食
品
材
料
な
ど
　
●
問
い
合
わ
せ

先
福
岡
友
の
会(

丸
山)

☎(

９
３
５)

２

５
１
９
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英え
い

会か
い

話わ

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

絵え

手て

紙が
み

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

９
人
制せ

い

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

生し
�
う

涯が
い

ス
ポ
ー
ツ
推す

い

進し
ん

事じ

業ぎ
�
う

初し
�

心し
ん

者し
�

弓き
�
う

道ど
う

教き
�
う

室し
つ

テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ベ
テ
ラ
ン
大た

い

会か
い

拡か
く

大だ
い

写し
�

本ほ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入に
�
う

門も
ん

講こ
う

座ざ

マ
ン
シ
ョ
ン
大だ

い

規き

模ぼ

修し
�
う

繕ぜ
ん

セ
ミ
ナ
ー

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

海か
い

外が
い

戦せ
ん

没ぼ
つ

者し
�

慰い

霊れ
い

巡じ
�
ん

拝ぱ
い

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

福ふ
く

祉し

人じ
ん

材ざ
い

セ
ン
タ
ー

求き
�
う

職し
�
く

者し
�

支し

援え
ん

制せ
い

度ど

看か
ん

護ご

職し
�
く

再さ
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
研け

ん

修し
�
う

サ
ー
ク
ル

会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ
ー
ク
ル
に
直

接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カ
ナ
ダ
人
講
師
に
よ
る
英
会
話
で

す
。
レ
ベ
ル
は
初
級
で
す
。

●
日
時
第
１
・
３
金
曜
日
、
10
時
30

分
〜
12
時

●
場
所
二
日
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
●
問
い
合
わ
せ
先

タ
ー
ト
ル
Ⅰ(

中
平)

☎(

９
２
８)

６
０

７
３

初
心
者
募
集
。
基
本
ス
テ
ッ
プ
の

踏
み
方
か
ら
始
め
ま
す
。
体
験
無
料
。

●
日
時

月
曜
日
、
11
時
〜
12
時
30

分
・
13
時
〜
14
時
30
分

●
場
所
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
●
問
い
合
わ
せ
先

吉
田
☎(

９
２
４)

１
６
７
７

初
心
者
歓
迎
。
見
学
Ｏ
Ｋ
で
す
。

●
日
時
第
２
・
４
金
曜
日
、
10
時
〜

12
時

●
場
所
筑
紫
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
　
●
問
い
合
わ
せ
先
心

い
き
い
き
絵
手
紙
教
室(

名
切)

☎
０
９

０(

１
３
４
０)

８
７
６
９

誰
で
も
楽
し
く
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
月
・
金
曜
日
、
13
時
〜
15
時

●
場
所
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
　
●
問
い
合
わ
せ
先
筑
紫
野
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス(

林)

☎
０
９
０(

４
４

８
８)

８
８
２
２

10
〜
40
歳
代
の
仲
良
く
楽
し
い

チ
ー
ム
で
す
。

●
日
時
水
・
金
曜
日
、
20
時
〜
22
時

●
場
所

筑
紫
野
南
中
学
校
体
育
館

●
問
い
合
わ
せ
先
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ

(

田
中)

☎
０
９
０(

６
７
７
６)

３
５
１
５

弓
道
に
興
味
が
あ
る
人
や
も
う
一
度

基
本
か
ら
学
び
た
い
と
考
え
て
い
る

人
、
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

●
期
間
５
月
30
日(

水)

〜
６
月
29
日

(

金)

の
期
間
で
、
毎
週
水
・
金
・
土
曜

日
の
２
日
以
上
を
選
択
　
●
時
間
▽

昼
の
部：

14
時
〜
16
時
▽
夜
の
部：

20
時
〜
22
時
※
た
だ
し
、
土
曜
日
は

14
時
〜
16
時
の
み
　
●
場
所
山
家
ス

ポ
ー
ツ
公
園
弓
道
場
　
●
対
象
高
校

生
以
上
・
各
10
人
程
度
　
●
参
加
費

２
千
円
　
●
申
込
期
限

５
月
28
日

(

月)

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

田
中
☎
０
９
０(

２
０
８
４)

３
１
９
６

●
日
時
５
月
30
日(

水)

、
８
時
30
分

受
付

※
雨
天
時
６
月
６
日(

水)

●

場
所
山
家
ス
ポ
ー
ツ
公
園
　
●
種
目

▽
Ａ
パ
ー
ト：
60
歳
以
上
男
子
ダ
ブ

ル
ス
▽
Ｂ
パ
ー
ト：
ダ
ブ
ル
ス(

男
子

70
歳
以
上
・
女
子
55
歳
以
上
。
男
女

編
成
問
わ
ず)

●
定
員
各
18
組(

申

込
多
数
の
場
合
抽
選)
●
参
加
費

１
組
４
千
円(

協
会
加
盟
員
２
千
円)

●
申
込
期
限
５
月
21
日(

月)

●
問

い
合
わ
せ
先
筑
紫
野
市
テ
ニ
ス
協
会

☎(

９
２
３)

８
１
９
０

視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
や
、
高
齢
者

の
た
め
に
、
文
字
や
絵
を
読
み
や
す
い

大
き
さ
に
書
き
直
し
て
作
る
「
拡
大
写

本
」
の
講
座
で
す
。

●
対
象
者
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通

学
中
の
人
　
●
定
員
先
着
20
人
　
●

日
時
６
月
１
日(
金)
・
８
日(

金)

、
10

時
〜
12
時
　
●
会
場

カ
ミ
ー
リ
ヤ

●
申
込
期
限
５
月
25
日(
金)
、
17
時

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
筑
紫

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
担
当

☎(

９
２
０)

８
０
０
８

マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
を
行
う

際
の
、
段
取
り
や
資
金
計
画
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

●
日
時
６
月
９
日(

土)

、
13
時
〜
17

時
　
●
場
所
福
岡
県
中
小
企
業
振
興

セ
ン
タ
ー(

福
岡
市
博
多
区)

●
講
師

米
沢
賢
治
さ
ん(

一
級
建
築
士)

●
定

員
１
０
０
人
　
●
申
し
込
み
・
問
い

福
岡
県
遺
族
連
合
会
主
催
に
よ
る

海
外
慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
資
格
、
費
用
な
ど
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
中
国(

浙
江
省
・
湖
北
省
・
雲
南
省
地

域)

】
杭
州
、
武
漢
、
昆
明
、
騰
沖
な

ど
／
７
月
27
日(

金)

〜
８
月
２
日(

木)

【
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
】
高
雄
、
花
蓮
、

九
＠
、
台
北
な
ど
／
10
月
29
日(

月)

〜

11
月
２
日(

金)

●
定
員
各
15
人
　
●
申
込
期
限
５
月

31
日(

木)

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

福
岡
県
遺
族
連
合
会
☎(

７
６

１)

０
０
１
２

く

ら

し

福
祉
の
職
場
で
働
き
た
い
求
職
者

と
人
材
を
求
め
る
求
人
施
設
な
ど
を

結
び
付
け
る
無
料
職
業
紹
介
を
中
心

に
、
社
会
福
祉
関
係
の
人
材
確
保
や

養
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
取
扱
職
種
介
護
職
、
看
護
職
、
栄

養
士
、
保
育
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
　
●
問
い
合
わ
せ
先
同
セ
ン
タ

ー(

春
日
市
・
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
２

階)

☎(

５
８
４)

３
３
１
０

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
人
が
、

職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

通
じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め

に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
▽
福
岡
労
働
局
職

業
安
定
部
求
職
者
支
援
室
☎(

４
３
４)

９
８
０
５
▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
南

☎(

５
１
３)

８
６
０
９

ぼ
し
ゅ
う

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

護
師
の
資
格
を
有
し
、
現
場
を
離
れ
て

い
る
人
を
対
象
に
、
新
し
い
医
療
や
看

護
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
福
岡
・
筑
後
地
区(

基
礎
コ
ー
ス)

】

●
日
程
６
月
27
日
・
28
日
、
７
月
２

日
〜
４
日

●
定
員

70
人

●
場
所

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡(

福
岡
市
東
区)

※
実
習
は
福
岡
・
筑
後
地
区
の
病
院

を
予
定
　
●
受
講
料
５
千
円
　
●
応

募
期
限
６
月
１
日(

金)

●
問
い
合
わ

せ
先
福
岡
県
看
護
協
会
福
岡
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
☎(

６
３
１)

１
２
２
１

合
わ
せ
先
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕

協
議
会
福
岡
南
部
支
部(

樋
口)

☎(

２
７

１)

４
６
６
１
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●
相
談
内
容(

予
約
不
要)

国
の
仕

事
、
県
・
市
町
村
が
国
か
ら
委
任
さ

れ
て
行
っ
て
い
る
仕
事
や
国
の
補
助

金
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
な
ど

に
つ
い
て
の
意
見
・
苦
情
・
要
望
な

ど
の
相
談
　
●
日
時
６
月
６
日(

水)

、

13
時
〜
16
時
　
●
場
所
市
役
所
第
１

別
館
２
階
第
２
会
議
室
　
●
問
い
合
わ

せ
先

市
総
務
課
総
務
担
当
☎(

９
２

３)

１
１
１
１

定て
い

例れ
い

行ぎ
�
う

政せ
い

相そ
う

談だ
ん

女性センター相談 
【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

市
男
女
共
同
参
画
推
進
課
☎(

９
１
８)
１
３
１
１

身近な人からの暴力やセクハラなどの悩みを一緒
に考える「電話相談・ちくし女性ホットライン」も
あります。
●相談日時 月〜金曜日(祝日除く)、10時〜17時　　
●相談電話番号 ☎(５１３)７３３５

そ
う
だ
ん（
無む

料り
�
う

）

●
相
談
内
容
金
銭
・
不
動
産
・
相
続

な
ど
の
日
常
生
活
の
法
律
相
談
　
●
利

用
者
筑
紫
野
市
在
住
の
人
　
●
相
談

場
所
福
岡
県
弁
護
士
会
「
二
日
市
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
」
市
内
二
日
市
北

１
‐
３
‐
８
　
●
利
用
回
数
年
１
回

ま
で
　
●
利
用
方
法
市
総
務
課
へ
電

話
で
申
し
込
み
、
紹
介
状
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
二
日
市
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
、
相
談
日

時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間

は
30
分
程
度
で
す
。
※
金
銭
相
談
の

う
ち
「
多
重
債
務
の
相
談
」
は
紹
介
状

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
、
二
日
市

弁べ
ん

護ご

士し

に
よ
る
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　
●
受
付
開
始
６
月
１

日(

金)

、
８
時
30
分
か
ら
先
着
順
に
受

け
付
け
ま
す
。
※
毎
月
20
人
ま
で
。

今
回
の
受
け
付
け
は
６
月
分
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市
総

務
課
総
務
担
当
☎(

９
２
３)

１
１
１
１

健康相談
け ん こ う そ う だ ん

のご案内
あ ん な い

健康づくりや育児についての悩みに、保健師・
管理栄養士・健康運動指導士が相談に応じます。

【健康相談日】個別相談(ひとり１時間程度)
●日時 第１木曜日(祝日の場合、第３木曜日)

９時〜12時・14時〜17時
※次回は ６月７日(木) です。

●場所 カミーリヤ
●申込方法 電話またはFAXで申し込み

【電話相談】随時対応
●日時 月〜金曜日、９時〜17時(祝日除く)

【申し込み・問い合わせ先】市健康推進課
☎(９２０)８６１１�／�FAX(９２６)６００６

●
日
時

月
〜
金
曜
日(

祝
日
除
く)

、

９
時
〜
17
時(

受
付
は
16
時
ま
で)

●

場
所
福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所(

福
岡

市
博
多
区
東
公
園
７-

７
・
県
庁
内)

●
問
い
合
わ
せ
先
福
岡
県
交
通
事
故

相
談
所
☎(

６
４
３)

３
１
６
８

交こ
う

通つ
う

事じ

故こ

相そ
う

談だ
ん

総
そう

合
ごう

相
そう

談
だん

●日時 月〜金曜日(休館日、祝日除く)

９時〜16時30分
●相談方法 電話、面接(要予約)

女
じょ

性
せい

弁
べん

護
ご

士
し

による法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

●日時　６月12日(火)、13時〜16時
(１人30分程度)

●場所 生涯学習センター内�女性相談室
●申込方法  ５月29日(火)から電話で予約　

心
こころ

や生
い

き方
かた

の相
そう

談
だん

●日時 ６月７日(木)、21日(木)

13時30分〜16時30分
●場所 生涯学習センター内�女性相談室
●申込方法 電話で予約

迅
速
検
査
な
の
で
、
当
日
に
検
査

結
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
予

約
不
要
。
匿
名
で
検
査
で
き
ま
す
。

●
日
時
６
月
５
日(

火)

、
17
時
〜
20

時
※
毎
週
火
曜
日
９
時
〜
11
時
に
も

定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
　
●
場
所

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
　
●
梅

毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
の
相
談
、
検
査
も

同
じ
日
時
に
実
施(

結
果
は
１
週
間
後

に
直
接
本
人
に
説
明)

●
問
い
合
わ

せ
先

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

保
健
衛
生
課
感
染
症
係
エ
イ
ズ
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
☎(

５
８
２)

２
５
２
２

エ
イ
ズ
相そ

う

談だ
ん

・
検け

ん

査さ

●
日
時
６
月
９
日(

土)

、
10
時
〜
16

時
　
●
場
所
福
岡
県
行
政
書
士
会
館

(

福
岡
市
博
多
区)

●
内
容
示
談
書
・

損
害
賠
償
請
求
書
の
作
成
、
保
険
請

求
手
続
き
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
行
政
書
士
会
☎(

６
４
１)

２
５

０
１

行ぎ
�
う

政せ
い

書し
�

士し

に
よ
る

交こ
う

通つ
う

事じ

故こ

相そ
う

談だ
ん

会か
い

●
日
時
６
月
２
日(

土)

、
10
時
〜
16

く
ら
し
・
事じ

業ぎ
�
う

な
ん
で
も
相そ

う

談だ
ん

会か
い

R

く
ら
し
に

リ
サ
イ
ク
ル

さ
し
あ
げ
ま
す

●
瞬
間
湯
沸
し
器(

パ
ロ
マ
製) 

▽

高
さ
40
㎝
×
幅
30
㎝
×
奥
行
12
㎝

▽
白
／
鉄
製
▽
中
古
３
年
　
▽
引

き
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
▽
筑
紫

ガ
ス
仕
様
・
要
取
り
付
け
工
事

○
伊
藤(

む
さ
し
ヶ
丘)

☎(

９
２
８)

２
３
７
２
※
10
時
〜
18
時

時(

受
付
15
時
30
分
ま
で)�

※
１
人
30

分
　
●
場
所
福
岡
市
健
康
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
あ
い
れ
ふ
10
階
講
堂(

福
岡
市

中
央
区)

●
相
談
担
当
者
土
地
家
屋

調
査
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
行
政
書
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
弁
護
士
、
公
認
会

計
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士

●
問
い

合
わ
せ
先
福
岡
専
門
職
団
体
連
絡
協

議
会
事
務
局
☎(

７
４
１)

５
７
８
０

広報
こうほう

ちくしの『有料広告
ゆうりょうこうこく

』募集中
ぼしゅうちゅう

○広告掲載料○
５万円または２万５千円の２種類

※詳しくは、市ホームページをご覧
になるか、問い合わせください。

【問い合わせ先】
市秘書広報課�☎(９２３)１１１１
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消
しょう

費
ひ

者
しゃ

相
そう

談
だん

●日時 月〜金曜日(祝日除く)、９時〜11時45分・
13時〜16時30分　●場所・問い合わせ先 筑紫野市
消費生活センター(市安全安心課�雇用・消費者担当)
☎(９２３)１１１１

青少年電話相談室
せいしょうねんでんわそうだんしつ

ヤングテレフォンちくしの
●開設日時 月・火・木・金曜日(祝日除く)、10時〜

18時　●相談電話番号  ☎(９２３)７７７３

年
ねん

金
きん

相
そう

談
だん

●日程  月〜金曜日(祝日除く) ●場所・問い合わせ
先 市国保年金課�年金担当窓口�☎(９２３)１１１１

家
か

庭
てい

児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

室
しつ

経験豊富な家庭児童相談員が、子どもにかかわる
いろいろな相談に応じています。
●日時  月〜金曜日(祝日除く)、９時〜16時　●場所
市福祉事務所相談室　●問い合わせ先 ▽市子育て支
援課☎(923)1111 ▽相談室直通�☎ (921)1308

結
けっ

婚
こん

相
そう

談
だん

●日時 毎月第１・２・３日曜日、10時〜15時　●

場所　カミーリヤ�１階相談室　●問い合わせ先 筑
紫野市社会福祉協議会�☎(９２０)８００８

心
しん

配
ぱい

ごと相
そう

談
だん

●日時 毎週火曜日(祝日を除く)、10時〜15時　●

場所 市福祉事務所相談室　●問い合わせ先 筑紫
野市社会福祉協議会�☎(９２０)８００８

u

u

u

u

u

u

u

u

u

u

1

272万m3

280万m3

85千m3

85千m3

●水道当番業者（５月後半）

●問い合わせ先　上下水道部工務課　 （923）7112

日　　時
５月15日～５月20日
５月21日～５月27日
５月28日～５月31日

　  電話番号
  （923）2569
  （926）4355
  （921）1155

業　者　名
(株)カワキタ
田中住宅産業(株)
(株)筑紫商会

緊急漏水時の水道当番業者
きん きゅう  ろう   すい    じ  すい  どう   とう   ばん ぎょう  しゃ 

5月の納税と納付

のう    ぜいがつ のう     ふ

軽 自 動 車 税
けい　　　じ　　　どう　　しゃ　　ぜい

5月の納税と納付
のう    ぜいがつ のう     ふ

軽 自 動 車 税
けい　　　じ　　　どう　　しゃ　　ぜい

（4月23日現在）水源情報

貯水率

県営
山神ダム

市営
水呑ダム

現在貯水量
総貯水量

　　万m3

　　万m3

　　千m3

　　千m3

　　％

　　％

279万m3

280万m3

85千m3

85千m3

99.6％

100％

人　口　　　　　　（　）

世帯数　　　　　　（　）

男　性　　　　　　（　）

女　性　　　　　　（　）

（　）は前月比

279万m3

280万m3

85千m3

85千m3

99.5％

100％

お 知 ら せ コ ー ナ ー

発行／筑紫野市　〒818-8686　福岡県筑紫野市二日市西一丁目1番1号　☎ 092(923)1111 FAX 092(923)5391
編集／企画政策部秘書広報課 印刷／秀英社印刷株式会社

電話番号案内

こ
の
広
報
は
森
林
資
源
を
守
る
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

39,500部

市役所 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(923)1111

上下水道部業務課料金担当 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(923)7111

上下水道部業務課給排水担当 ‥‥‥‥‥‥‥‥☎(923)7172

山口出張所(山口コミュニティセンター) ‥‥‥☎(922)2551

筑紫出張所(筑紫多目的集会施設) ‥‥‥‥‥‥☎(926)2913

山家出張所(山家コミュニティセンター) ‥‥‥☎(926)2809

御笠出張所(御笠コミュニティセンター) ‥‥‥☎(922)2601

二日市コミュニティセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥☎(920)5123

筑紫南出張所(筑紫南コミュニティセンター) ‥☎(919)8400

生涯学習センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(918)3535

市民図書館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(928)4343

歴史博物館「ふるさと館ちくしの」 ‥‥‥‥‥☎(922)1911

五郎山古墳館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(927)3655

人権文化センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(926)4136

総合保健福祉センター「カミーリヤ」 ‥‥‥‥☎(920)8000

竜岩自然の家 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(921)3455

文化会館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(925)4321

勤労青少年ホーム ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(925)4801

農業者トレーニングセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥☎(923)6290

山家スポーツ公園 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(926)6636

クリーンヒル宝満 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(926)5300

筑慈苑（火葬場）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(926)1892

社会福祉協議会 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(920)8008

シルバー人材センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(919)7755

筑紫野警察署 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(929)0110

筑紫野消防署 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎(924)5034

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△




